
リバース連動ドアミラー下降ユニット(TRVS-02)　取り付け説明書
パーソナルCARパーツ(http://www.p-c-p.co.jp) 

はじめに
本機はリバース時に助手席側ドアミラーの角度を設定時間自動で下降させ、左側後輪付近を目視可能とする装置です。

リバースポジション以外のポジションへ一定時間の間シフトチェンジすると、ミラー角度が元の位置に復帰します。

本機を取り付ける際は、予めバッテリーのマイナス側ターミナルを取り外し、感電、短絡事故が発生しないよう、充分に気をつけて

作業を行ってください。　短絡（ショート）を発生させると最悪の場合、各種ＥＣＵ（車に装着されているコンピュータ）が破損し

走行不能に陥ることも予想されます。　　充分予備知識を蓄えた上で、取り付け作業にとりかかるとこをお勧めします。　

また、取付けに関するサポートは出来る限りさせていただきますので、お気軽にメールをください。　車種毎の配線図を車を購入

されたディーラから入手されると、より具体的なサポートが可能となりますので、ご一考願います（必要な部分は、バックアップ

ランプ周りと、ドアミラー周りの配線図です）。

なお、車種別資料が用意されている場合がありますので、当社HP　http://www.p-c-p.co.jp　をご確認ください。

本機の特徴は、ドアミラーの角度調整動作をワンチップマイコンにより独自に制御している点です。　

独自制御により、ドアミラー角度調整幅の変更（下降側、上昇側で個別変更可能）、リバースポジションから抜けたときの

復帰までの時間変更が可能となっています。　

また、リバースポジション以外の待機時には省電力モードに即時移行しますので、ムダなバッテリー消費がありません。

それでは、本機が快適なカーライフの一助となれば幸いです。

免責事項
装着の着手を以って、以下についてご了解いただいたものとさせていただきます。

１．本装置の装着は全て自己責任のもとで実施願います。　

２．本装置装着による結果、または装着過程において、どのような事態に陥っても製作者に責は無いものとします。

３．車種別専用装着資料　がある場合、その内容が実車と相違があっても、製作者に責は無いものとします。

３．本装置は、ドアミラー角度調整モータへの通電時間を制御することにより、機能を実現している

　　原理上、機械的な負荷変動によるドアミラーの下降角度、上昇角度に差が生じる場合がありますが、

　　制限事項として取り扱いさせていただきます。

取付け準備
車体への取付けにあたり、事前に次の準備が必要です。

＊配線の車体側接続先の確認

　　ボディーアース、バッテリー電源（常時＋１２Ｖが供給されている線）、助手席側ドアミラー角度調整モータ信号線、

　　リバース信号線（リバース時に＋１２Ｖとなる線）です。　ボディーアースは近隣の適切なネジへ、バッテリー電源は

　　オーディオ配線周り、リバース信号線はバックアップランプ電源から取ると簡単で良いと思います。　

　　助手席側ドアミラー角度調整モータ信号線は、助手席足元周辺にある場合がほとんどで、判りづらい場合は助手席ドア

　　から車体側に引き込まれている配線を、角度調整スイッチを上下に操作しながらテスター、検電ペン等で確認すればすぐに

　　見つけられます。　

　　取付け車両の配線図があれば容易に信号線の場所は特定できますので、購入されたディーラからコピーを入手頂ければ

　　当方からのサポートも可能です。

＊取り付けに必要な部品と工具

　　取り付けには、７本の信号線を車体側の各種信号線と接続しますので、結線作業に必要なニッパー、ペンチ、ドライバー

　　絶縁テープ等を準備願います。　なお、エレクトロタップをカーショップまたはホームセンター等で入手いただければ

　　結線作業が大変はかどります。　エレクトロタップを使用する場合は配線の太さに適合したものを使用してください。

　　特にドアミラー周りの配線は細い場合が多く、不適合なものを使用すると接触不良となりますのでご注意ください。

バッテリーのマイナスターミナルを外すと、パワーウインドウ、ナビ、パワースライドドア等の

初期化操作が必要となる場合がございます。　必要に応じて、車両マニュアルをご覧いただき、

必要な操作をお願い致します。



取り付け手順
※実際の作業に入る前に、取り付け手順を最後までよくお読みいただき、事前に作業内容を理解される事をお勧めします。

※結線位置資料が準備されている車種につきましては、そちらも併せてご確認願います。

１．助手席側ドアへ繋がる配線群を確認できる状態にする。

※配線群は、助手席　足元にある場合が殆どです。

２．車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチ（運転席側／助手席側の選択スイッチ）を、助手席側に設定する。

３．助手席側ドアミラー角度調整スイッチを、上下方向に繰り返し操作しながら、各配線の電圧をテスターで確認し、上昇・下降

　　の度に＋１２Ｖと０Ｖが交互に出力される２本の信号線を見つけ出します。

通常、ドアミラーへの配線は５本あり（ミラーウインカー付き車両は更に多い）、２本が格納制御用、３本が角度調整用です。

格納モータ用の配線は必要ないので、格納時に１２Ｖが出現する配線と展開時に１２Ｖが出現する配線の２本をまず除外します。

角度調整用の３本のうちわけは、上下方向専用で１本、左右方向専用で１本、共通線が１本の、計３本です。

共通線の電圧は上下方向、左右方向のどちらの操作でも電圧が出現します。探し出す配線はこの共通線と上下方向操作時のみに

電圧が出現する配線の計２本となります。

下表の様に整理すると判りやすいので、上下左右方向へミラーを動かしながら実車の状況を確認します。　

この時、スイッチ操作は確実に１方向のみ（上なら上方向のみ）となるように操作してください。　斜め方向に操作すると

配線の特定が出来ませんので注意してください。　下表の例では　配線Ａが上下方向の専用線で、配線Ｂが共通線です。

例１ 配線Ａ 配線Ｂ 配線Ｃ

下移動時 ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧

上移動時 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧 ０Ｖまたは弱い電圧

右移動時 ０Ｖまたは弱い電圧 ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ

左移動時 ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧

例2 配線Ａ 配線Ｂ 配線Ｃ

下移動時 ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ １２Ｖ

上移動時 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧 ０Ｖまたは弱い電圧

右移動時 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ

左移動時 ０Ｖまたは弱い電圧 １２Ｖ ０Ｖまたは弱い電圧

４．車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチ（運転席側／助手席側の選択スイッチ）を、中立位置に設定する。

５．下降時に１２Ｖが出現する配線（ダウン配線）、上昇時に１２Ｖが出現する配線（アップ配線）の信号線２本を切断します。

（後の結線作業が楽となる様、余裕をもった長さで切断してください）

切断した信号線２本（切断後の切り口は４本となります）の名称を下記のとおり呼びます。

ＤSW : 切断したダウン配線の電源供給側の配線

ＤＭＴ : 切断したダウン配線のドアミラー側の配線

ＵSW : 切断したアップ配線の電源供給側の配線

ＵＭＴ : 切断したアップ配線のドアミラー側の配線

６．上記４本の信号線を、本機の対応する線と接続しますが、DSW/DMT/USW/UMTを逆結線してしまうとショートして装置破損、

　あるいは、車両側ヒューズが切れてしまいます。　これを防止するために以下の手順で結線をお願いします。

１）車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチが、中立位置になっていることを確認します。
２）本装置の設定スイッチが　オフ　となっていることを確認し、本装置のＤＭＴ、ＵＭＴ　の２本を仮接続します。

　　※設定スイッチの　｜が付いている方がＯＮなので、● 印の方が押されている状態にしてください。

３）本装置の黒色線をボディーアースに、白色線を常時１２Ｖ配線に接続します。

４）本装置の橙色線を　常時１２Ｖ線　に接続します。
５）ドアミラーが下降することを確認します。

６）本装置の橙色線を　常時１２Ｖ線　から切り離します。
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７）約７秒後にドアミラーが元の位置に上昇することを確認します。

　※４～７の確認でミラーが下降・上昇しない場合は、ＤＭＴ・ＵＭＴの結線位置が間違っています。
　　再度結線位置を確認して再接続させ、４～７の確認作業で下降・上昇できるように結線場所を調整してください。

　※下降・上昇時にスムーズに動かない　等の現象がある場合は、常時電源線、ボディーアース線の接触を確認ください。

８）ＤＭＴ／ＵＭＴに対応した結線位置に、ＤＳＷ／ＵＳＷをそれぞれ接続します。

９）ＤＭＴ／ＵＭＴ配線を本接続します。
１０）車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチを、助手席側にします。

１１）車両側の角度調整スイッチでの操作が正常に動作することを確認します。

　注意：接続した線は必ず絶縁をしてください。ボディーと接触するとショートします。

　注意：上下方向と同時に左右方向にも動作してしまう場合は、ダウン配線とアップ配線の

　　　　特定が間違っています。　再度、ダウン配線とアップ配線の特定をお願いします。

７．車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチ（運転席側／助手席側の選択スイッチ）を、中立位置に設定します。

８．リバースポジション時に＋１２Ｖとなる信号線を　取付け車種の配線図または、テスターで確認します。

　※バックアップランプ（後退時のバックランプのことです）の＋１２Ｖ側配線が見つけやすいです。　

車種にもよりますが、助手席足元、運転席足元から後方へ配線されている場合が多いです。

判らない場合は、直接バックアップランプのプラス側配線でも結構です。

９．リバース信号線を、本機の対応する線と接続してください（別紙の配線説明図を参照ください）。

　　注意：車側のリバース信号線は切断しません。三又となるように接続します。

　　注意：接続した線は必ず絶縁をしてください。ボディーと接触するとショートします。

１０．接続が完了したら、ドアミラー角度を通常走行時の位置にあわせてください。　

１１．以下の手順で動作を確認してください。

車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチを、必ず中立位置に設定した状態で実施してください。

ａ　ギアをパーキング位置にした状態でキーオンする。

ｂ　ギアをリバース位置にシフトチェンジする。

ｃ　シフトチェンジ後、約１秒後に助手席側ドアミラーが下降を開始する。

ｄ　約1秒後にドアミラーの下降が終了する。（下降時間：この時間は変更可能です）

ｅ　ギアをパーキング位置以外にシフトチェンジする。

ｆ　シフトチェンジ後、約７秒後に助手席側ドアミラーが上昇を開始する。（開放時間：この時間は変更可能です）

ｇ　約１秒後にドアミラーの上昇が終了し、もとの位置に戻る。（上昇時間：この時間は変更可能です）

１２．正常動作が確認できましたら、本体を適切な場所（なるべく金属部分から離れている場所）に固定してください。

ミラーが元の位置に戻らない等の異常な動作となる場合は　装置リセット　を行ってください（設定変更方法参照）。

以上で終了です！　お疲れ様でした！

 装着後    位置 元 位置 戻    移動角度 異常    場合 一旦装置 
     操作 行        手順      設定変更方法  御覧     
     良   動作障害例 確認方法       覧     確認 願     



設定変更方法

装着車両、運転者の状況に応じて本機の各種設定を変更することが可能です。　

※本機の動作確認を行う場合は、必ず車両側ミラースイッチの左右切り替えスイッチを、

　中立位置に設定した状態で実施してください。　
※調整の結果、動作が異常になった場合は、装置のリセット処理を行ってください。

設　定　内　容 設　　定　　手　　順

下降時間の変更 １．リバース位置にシフトチェンジし、ミラーを下降させます。

　リバース位置でのミラー下降 ２．下降終了後、設定スイッチを　オン　にします。

　時間を変更する場合 ３．リバース位置からリバース以外にシフトチェンジの操作を１回行うと下降時間が0.1秒増えます。

４．手順３をご希望の時間となるまで繰り返します。

初期設定：約１．0秒 ５、下降時間の調整は、0～2秒の範囲ででき、2秒の次は0秒となり、設定時間はループします。

６．尚、下降時間の設定中、０秒となると、ミラーを上下に0.5秒づつ動かしお知らせします。

※本設定を実行することで下降 ７．ご希望の時間に設定できましたら、設定スイッチを オフ　にします。

時間変更に伴い、上昇時間も ※コツは各操作をゆっくりと２秒間隔程度で操作することです。

自動調整されます。 ※調整は大変微妙な操作が必要です。

開放時間の変更 １．リバース以外の位置にシフトチェンジし、設定スイッチを　オン　にします。

　リバース位置から抜けてから ２．リバース以外からリバース位置にシフトチェンジの操作を１回行うと、開放時間が1秒増えます。

　ミラー上昇開始までの時間を ３．手順２をご希望の時間となるまで繰り返します。

　変更する場合 ４、解放時間の調整は、0～15秒の範囲ででき、15秒の次は0秒となり、設定時間はループします。

５．尚、解放時間の設定中、０秒となると、ミラーを上下に0.5秒づつ動かしお知らせします。

初期設定：約７秒 ６．ご希望の時間に設定できましたら、リバース以外にシフトチェンジし、設定スイッチを オフ　にします。

※設定スイッチをオフにするまで本装置の機能は動作開始されません。

位置ズレ自動補正の設定 １、車両側ミラースイッチの左右切替を助手席側にしてください。

　ミラーのズレを補正する場合 ２．リバース以外の位置にシフトチェンジし、ミラースイッチの上下どちらか補正したい方向を

　　押しながら、設定スイッチを　オン　にします。

　 ３．リバース以外からリバース位置にシフトチェンジの操作を１回行うと、補正回数が2回増えます。

４．手順3をご希望の回数となるまで繰り返します。

５、補正回数の設定は、0～20回の範囲ででき、20回の次は0回となり、設定回数はループします。

　　（補正回数は、2→4→6～16→18→20のように2回づつ増えていきます。）

初期設定：0回 ６．尚、補正回数が、０回となると、ミラーを上下に0.5秒づつ動かしお知らせします。

７．ご希望の回数に設定できましたら、設定スイッチを オフ　にします。

８、最後に車両側ミラースイッチの左右切替を中立位置に戻してください。

※コツは各操作をゆっくりと２秒間隔程度で操作することです。

※調整は大変微妙な操作が必要です。

装置リセット １．本装置のバッテリー電源線（白）を外します。（FUSEを外します。）

　各設定時間を初期設定に 2．設定スイッチを　オン　させます。

　戻します。　 ３．本装置のバッテリー電源線（白）を接続します。（FUSEを接続します。）

※装置の動作が異常となった ４．設定スイッチを　オフ　させます。

  場合にこの処理を実施して

　ください。

本装置の無効化 １．本装置の常時１２Ｖ線を外します。

　本装置の機能を無効化させ ※使用を再開する場合は常時１２Ｖ線を接続させます。　設定時間は変更

　たい場合に行います 　したものを含め記憶されています。


